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太平洋戦争の悲惨な終結が我々にもたらした

ものは，古い日本への訣別であり，新しい日本

の夜明けであった，と言われている・このよう

な象徴的な表現から，感得される意味内容は，

複雑微妙であって，受け取る人の心々に応じ

て，さまざまな色調を奏でるに相違あるまい・

併し，実質的には，一時的にもせよ，それまで

の日本文化の伝統を停－1上し，もしくは遮断し

て，外から与えられたものをほとんど無条件に

受け容れることであった，と称しても過言では

ないであろう．

このような事態を推進させる原動力が，国の

外部から来る強大な圧力にあったことは，もと

より当然というべきであろうが，国の内部にあ

つても，敗戦という決定的な事実が，過去の日

本のすべての文化に，終止－符を与えたものと信

じ，深い紹望感に駆られた人々によって，如上

の傾向が一層強くかき立てられたことも）争わ

れない事実であった・当時における最もすぐれ

た日本の指導者の一入と目された，東京大学総

長南限繁氏が，昭和21年9月11日の紀元節に当

り，全学の学生に対して行った演述によって

も，この間の事情は明きらかに知られる．氏は
（＝
その演速の一節において，大卒洋戦争を，日本

が自国固有の伝統と精神とを曙けて戦った戦争

である，と断定し，この「戦争において，その

精神自体が壊滅した今，何をもって祖国の復興

を企て得るであろうか」とみずから問い，「そ

れは，もはや過去の歴史において求め得ないと

すれば，将来において創り出さねばならぬ」と

－みずから答えているのである．実際国のあらゆ

る資源を動員し，これを使い果し，力つきて混

乱と迷妄との渦巻く焦土の中に立った時．誰し

もこのような考えに打たれざるを得なかったこ

とは，我々の記憶に今なお新たなところであ

る．ともあれ，自己の内に頼るべき支柱を失った

日本が，外から強制され，あるいは導入された

あらゆるものに対して，その善し悪しを見定め

る余裕や自由もなく，あたかも水に溺れたもの

が藁をもつかむに至るような心理にかられ，前

後の見境もなく，これに綴りつくという惨状を

里したのほ，必然の成り行きでもあったのであ

る－

かかる事態の進行する中にあって，日本の伝

統的な文化の象徴ともいうべき古典や，あるい

は古典の正しい理解とその授受を担当すべき古

典教育が，ひとりそのあるべき地位を確保出来

なかったのも，また当然の結果と言わなければ

ならない・

詳：（1）南原繁著「孤蝸を興すもの」
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終戦後，以上のような一般状勢の中にあっ

て，特に古典や古典教育の地位をおぴやかした

ものとしては，大体三っの原因を挙げることが

出来ると思う．

その第一はイ日本の伝統的な文化に対する不

信から発するさまざまな言説であって，すなわ
バヽ（ヨ）
ち，短歌滅亡論や俳句第二芸術論のような，伝

統的国民文学に対する否定的な批判を始めとし

て，あるいは日本の古典を旧日本の産み出した

ものであるという理由の下に抹殺し，これに代－60－－－－－－
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編纂された中学校，高等学校の教科書の中に，  

従来相当数を占めていた古典教材が，ほとんど  

その要を滑すに至ったのを見ても明きらかであ  

る．   

このように，古典ほ国語教育の内と外からさ  

まざまの原因によって脅威にさらされ，古典を  

軽んじ，古典教育をないがしろにする風潮を高  

めることとなった．その結果，古典教育ほ全く  

薄利たる生気を失い，たゞ従来の憤慨とし㌧，  

国語教育の一隅に僅かにその地位を保つか，あ  

るいほ＿ヒ級学校の入学試験の準備教育としてし  

か．その存在の悪寒を保ち得なくなったのであ  

る．   

併しながら，礪って考えて見るとき，一見古  

典教育の感んに行われていたと考えられる戦前  

叉ほ戦時中においても，はたして正しい古典教  

育が行われていたであろうか．骨ての中等学校  

や高等学校が，法令の上でいかように性格ずけ  

られようとも，実質的にほ上棟学校へ入学する  

為の予備校的性格を帯びていたことに変りはな  

く，上級学校への入学率の多少がその学校の価  

値を決屈する最大の尺度であったことを思え  

ば，入学試験準備としての古典教育が，現在と  

同額ミ′土，あるいはより一層盛んに，行われてい  

たろうことも想像にかたくない．ぐもつとも高  

等学校においては，優秀な教授によって，すぐ  

れた古典教育が一部に行われていたことほ認め  

なくてはならないと思う．〕そして，それらのほ  

とんど絶てが、十年一日の如く，訓話註釈や単  

なる言葉の言いかえに終止して，古典の古典た  

る所以を明きらかにしようとしなかったこと  

も，むしろ当然のことであったといえる・ま  

た，戦時中の古典教育が時局の波にのる迎合的  

な欄貌しか呈し得なかったことは，すでに述べ  

たところである．   

このように見て来ると，古典教育の盛嚢とい  

っても，それほ単に国語教科書の上に占める古  

典教材の量が多いか少いかの差に過ぎず，質的  

にはこれという変化もなかったものと言うこと  

が出来る．かくして，古典教育の問題は，新た  

にしてまた古き問題でもあったと言えようかと  

って，ギリシャ・ラテンを始めとする西欧諸国  

の古典を現代日本の古典として認めようとする  

説や，あるいほルネサンスを経ない日本に頁の  

近代化ほなく，従って，このような条件の下に  

産み出された古典ほ，現代の人々にとってほ，  

全く無縁であり，ただ現代文学だけが読むに堪  

え得るものであるとして，その価値を認めよう  

とする考え方などである．   

これらは，日本古来の精神的伝統を全く有害  

なものとして否認し，西欧近代精神の全而的な  

受容によって，立ちおくれた日本を実の近代文  

化国家たらしめようとする，性急な一群の批評  

家蓮が主張したもので，その意図において，必  

ずしも古典だけを批判の対象としようとしたも  

のではなかったが，古典軽視の風潮をあおる結  

果を導いたことは否定出来ない．   

第二は，戦時中不当に尊重され，国体の本義  

の明徴を始めとし，あるいほ日本精神の刷新を  

計り，あるいは皇国民の煉成と皇軍士気の振興  

を計るなど，戦争連行の一翼をも担わされてい  

た一群の古典が，敗戦によって一時にその権威  

を喪失したことに対する幻滅感である．   

これらほ古典の偏重と曲解がもたらした当然  

の結果であるが，古典に対する信頼を失う一つ  

の原因になったことほ争ほれない事実であつ  

た．   

第三は，日常の言語生活を尊重し，価値ある  

言語生活を豊かに与えようとする，新しい国語  

教育の動向であった．これは，言語文化の習得  

を通して言語生活の向上を計ろうとした従来の  

国語教育に対して，新しい遺を開くものであつ  

たが，同時に今までの国語教育において大きな  

役割を果していた，古典教育の位置をおびやか  

すことにもなったのである．   

我々がどのような言語生活を営むかを考え，  

その生活の向上に必要な能力をつけよう とし  

て，新聞・ラジオ・映画の学習が叫ばれ，話し  

言糞の指導が強化され，現代文挙が国語教育課  

程の中で主要な地位を占めるべきことが強調さ  

れる状況下にあって，古典の閑却されるのは自  

然の勢であったかも知れない．それは終戦後に  

血 6l－   



岩手大学学芸学部研究年報  第4巻（1952）第1部  

思う．  

註：（1）「八雲」昭和22年1月銃座談合中野好夫・  

臼井吉見「短歌わ運針こついて」  

（2）「世界」昭和21年11月祝 桑原武夫「第  

二薮術一視代俳句について」  

3   

終戦後7年を経過して，終戦直後における混  

乱も次第に収まり，前途に幾多の困難な問題を  

控えながらも，ようやく小康を得るに至った現  

在にあってほ，源氏物語などを先駆とする古典  
（1）  

流行の声も巷に聞えるようになり，古典教育に  

関する論義も微かながら各方面に行われるよう  

になった．併し古典数百の正しい樹立はなお／午  

後に委ねられた重要な問起として残されてい  

る．曲りなりにも独立の体面を保ち，みずから  

考え，みずから行うことが出来るようになった  

我々は，このような古典教育の現状に深く思い  

をひそめ，その正しい在り方を確立しなければ  

ならないと思う．   

しかして，古典教育について考えるべき点  

ほ，各方面にわたって少くないのであるが，古  

典教育不振の原因が如上の点にかかつていると  

見られる以上，ここにほ古典の本質に即して古  

典教育の意養を考え，古典教育の基礎の確二如こ  

資したいと思う．  

託：（1）昭和26軍11月10EI東京大撃国語周文学令  

における音寸諭ノ脊「最近の古典流行をどう  

見るか」（司合 成瀬正防，講細 粒田亀  

鑑・西郷信綱・臼井吉見） こり討論脅は  

「奴i語と閲文学」昭和27年・4月凍にもそ  

の概要が掲載されている・  

4   

古典という言葉はもともと支那から輸入され  

たものであるが，現在においては単にこの語の  

示す固有の意味ばかりでなく，西欧のクラシッ  

クの意味も加わって，複雑な音色を立ててい  
（1）  

る．またその範囲も，単に文学としての古典を  

意味するだけに止まらず，広く文化百般の事柄  

を含む古文献に及んでいるのである．   

併しながら，国語教育において単に古典とい   

う場合は，日本文学としての古典，すなわち過  

去のある時代に創作された日本文学の傑作を意  

味すると考えて差し支えなかろうと思う．換言  

すれば，我々のすぐれた祖先の何人かが，彼等  

の全力全霊を尽して，人間性の秘奥に探究の鍬  

を深く打ちこんだ成果であり，その時代の人々  

が，これによって；人生の真実を教えられ，人  

間性の微妙さを知り，自己の実体を自覚し，自  

己を正しく凝視するなど，その中から大きな精  

神的の糧を得た作品であるということである．   

とはいえ，このように単にある時代の傑作で  

あるというだけでは，未だ古典とするに十分と  

は言えない．それ以後の長い年月にわたって  

も，時代の変動を貰いて人の心の奥底にひゞく  

強敵な生命力を有し，いわば日本民族の姿をう  

つす曇りない鏡として，多くの人々によって尊  

敬され，愛好された作品をいうのである．古典  

の本質を規定するものとして，このような不易  

の生命，すなわちその文化価値の永遠性という  

ことが，第一に考えられなければならない．   

古典がこのように歴史の所産としてある時代  

と深く結びつきながら，同時に永遠性を有する  

ということほ，一見不思議な現象といえるかも  

知れない．けれどその時代を証れてただ永遠の  

生命に参与しようとするものは，永遠の生命は  

愚か，一時代の生命さえも得ることほ出来ない  

であろう．無限の生命は有限の時代を般漁的に  

把握するものにのみ与えられる．古典ほかかる  

意味において深く時代に根ざすことによって，  

その底を破って永遠性を把握するに至ったもの  

である．   

古典教育とは，古典のもつこのような永遠性  

を学習者に体感せしめ，過去の貴い文化遺産を  

正しく継承させることにより，彼等の生活を高  

く深く豊かにし，よりよき人間形成をなさしめ  

る教育に外ならない．   

しかしながら，古典の有する永遠の生命を学  

習者に正しく把握させることは，決して容易な  

業ではない・何故かといえば，古典は現在とは  

臭った歴史的社会的粂伸の下に制作されたもの  

であるだけに，その用語や文体などにも，二現代  

ーーー62－   
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でほ理節しにくい点を多く含むと同時に，その  

内容においても現代とほ造かに具った世界，あ  

るいは現代にほすでに失われてしまった世界の  

描かれているのが通例である．   

このような実った世界の中から，木霊の如く  

視代人の心に響き渡る古典の永遠の生命を学習  

者に把握させようとする為には，まず教授者自  

身が古典に対する信頼と親愛の情を抱き，これ  

を正しく探求する熱意と努力を持っということ  

が第一要件とならなければならない．古典ほた  

えとば鐸のようなものであろうか．強く打てば  

頚く響き，弱く衝けば弱く鳴るというように，  

これを探求する人の心に応じて，その真価の発  

揮を異にするものである．かかる古典の生命を  

把握した教授者によってはじめて古典教育はそ  

の正しい歩みを始めることが出来るのである．  

教授者に古典を敬愛し，その生命を把握する熱  

意な，くして，学習者にこれを強要することは矛  

盾もほなはだしいと言わなければならない．   

かゝる意味において，古典教育ほ，究極する  

ところ教授者の古典に対する態度，もしくほ古  

典性の把握如何にかかつていると言って差し支  

へないであろう，一切の教育が教授者の如何に  

かかつていると言えるだろうが，学習者の力だ  

けでほ到底理解しがたい古典教育において，一  

層その感を深くするのである．  

詫：（1）「文撃」昭和13年10月躾 同格義惑「古  

典研究わ現代的意義」参照  

5  

今日ほ，大体において．現代万能主義的な思想  

の横行している時代である，と云われているよ  

うに，人ほ，往々にして現代を偏重するあまり，  

二現代を過去の長所の集題の頂点と考え一捗であ  

る．その為すべての基準が現代を中心として立  

てられ，古典に対しても，それが現代意識に適  

合したものでないと，全く無価値であるという  

ように，その現代的意義を重要成しがちであ  

る．古典を抹殺し，あるいは現代文学の価値ば  

かりを認めようとする，いわゆる古典に対する  

不信の声ほ，多くこのような立場から発せられ  

たものである．確かに古典を古典として捉える  

認識の主体ほ結局現代人の眼でしかあり得ない  

とも言えるのであるが，古典が古典として考え  

られるのほ卜現代の必要あるいほ欲求のみに基  

ずいている，という考え方ほ，あまりにも現代  

的意義を重税するところから来る謬見と言わな  

ければならない．   

現代ほ必ずしも過去の長所の集爵の頂点でも  

なく，最も進んだ文化の先端でもない，そこに  

は智性の混乱や退化があり，伝統の停滞や遮断  

が起っている．批判を行い，是正を加えなけれ  

ばならない時代こそ現代であるとも言上るので  

ある．このような三呪代を無批判に謳歌しようと  

するところに，一種の断書的態度が濃厚に感ぜ  

られるのである．   

古典の中には．時代的傾向を越えた永遠なる  

人間性の真実を宿しているのであるが，それは  

規代任というようなものではなくて，むしろ三現  

代が見失っている，ある高貴なものを意味して  

いる．このような高貴なものを学習者に敦と，  

文芸復興の意慾を高まらせるところに，古典教  

育の大きな使命があると言えよう．   

もしも二睨代的なものを求めよう とするなら  

ば，三睨代文学によるべきであって，これを古典  

に求める必要はないのである．殊に古典をして  

戦争遽行の一翼を担ほしめた戦時中のやり方  

ほ，古典の時局便乗を強いるもので，古典に対  

する胃済もほなはだしい．このような意味にお  

ける古典の高揚ほ，百害あって一利なきものと  

云わなければならない．  

6   

以上述べた如く，古典の重要な本質は，時代  

の変動を一貫いて流れる永遠性であるが，もう一  

つの重要な本質として、個体を通して現れる普  

遍性の一両を忘れてほならない．たとえばギリ  

シャの古典ほ，それがギリシャ的でありなが  

ら，ギリシャという限定を越えて，世界にまで  

拡充される生命を持っている．シェークスピア  

やゲーテの作品が，世界的古典としての普遍性  

を示していることも明きらかな事実である．日  
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本の古典ほ，日本語の孤立性や日本文化の後進  

性などの為に，未だ世界的古典としての二地位を  

得るまでに至っていないようであるが，万乗  

集・漁民物語を始め，西鶴・近松・芭蕉の作品な  

どほ，海外の人々によって早くより着目され，現  

在においても実費な研究者が次第に多くなって  

わく傾向が見られる．やがて世界的古典とし  

て，その普遍性を発揮する日も到来することで  

あろう．このようにすべての民族的古典ほ民族  

的なものでありながら，同時に世界的古典とな  

り得る力を持つものである．   

日本は明治以降西欧文化の摂取に不断の努力  

を続けて釆た．その結果説在における日本¢）あ  

らゆる文化が，多かれ少なかれ，西欧文化の影  

沓を受け，あるいはその伝統の上に立っている  

ということは，争われない事実である．日本の  

将来を想見する障，今後こりような傾向はます  

ます強められ，日本文化Jつ伝統がますます西欧  

的なものに求められて行くことも必至の勢であ  

ううと考えられる．現代日本り古典が，ギリシ  

ャ，ラデナを始めとする西欧の古典でなければ  

ならないという論ほ，このようなところから生  

じて来るのである．そして西欧の古典は，日本文  

化に対して強力な規範と目され，いつも畠愉と  

尊敬の念をもって迎えられるのが常であった．  

このような行き方は，明治以前において，支那  

の古典に対する接合も同様であつたと言えよ  

う．   

外国の古典が自国の文化に摂取され，それに  

よって自国の文化が豊かさを増大するというこ  

とは，古典の菅適性から来る当然の結果であ  

り，日本文化進展の上にもむしろ望ましいこと  

であろうと思われる．由来日本文化の播徴とし  

て，感性的な方面にほ非葡にすぐれながら，知  

性的な方面に多くの火焔を有していることが指  

摘されていた．古典作品にしても，人聞の感情  

情緒のこまやかな表現において勝り，優美にし  

て艶麗な心情を措くことを得意としているが，  

その反面，知性思想性の貴国が目立ち，思想商  

葛藤な主を描くことに乏しく，何れかといえば  

老境的，諦念的な心境を措く場合が多いと云わ  

れる．このような点は，西欧古典の摂取によつ  

て，その修正と補強がなされるべきであろうと  

考えられる．   

ただ間超ほ，日本人がいつも古典を規範とし  

て見ることにばかり馴らされて，古典を見るも  

う一つの重要な遺，即ち，古典が曇りない民族  

自身の映像であるという事実を忘れてしまった  
（1）  

ことである．換言すれば，古典を常に功利的価  

値においてばかり取り上げ，自己を反省する錬  

として見る態度を忘れてしまったということで  

ある．古典を自己を反省する鏡として挑める態  

度は，特に日本の古典に対する態度として最も  

必要であるにもかかわらず，日本の古典に対し  

ても，外国の古典に対すると同様な悪疫で臨む  

こととなるのであって，このような古典に対す  

る意識ほ，ある時ほ古典に対する狂信的な態度  

となって表れ，またある時は古典を蔑成しもし  

くは抹殺する態度となって表れるのである．そ  

の表れる方向は買っていても，その基ずくとこ  

ろは，古典を功利的立場乃至は現代的意義にお  

いてしか考えないという，古典に対する偏見に  

よるものである．   

古典教育を行うに当ってほ，まず日本の古典  

と外国の古典に対する価値の相違を明きらかに  

しなければならない．そして．自国の古典に我  

が民族の曇りない姿を見ることの出来るものに  

とってのみ，外国の古典の正しい意義の把握が  

なされるであろう′．自国の古典に対するこのよ  

うな態度の確立こそ，古典教育ゐ正しい造を開  

くものと考えられる．  

詫：（1）「国語と園文撃」昭和23年4月披 時秩誠  

言氾「陸】語数育に於ける古典致材わ意義に  

ついて」参照  

7   

さきにも触れたように，終戦以前の国語教育  

と新しい国語教育との問にほ，その日指す方向  

や方法に著しい相違が見られる．終戦以前の国  

語教育において中心的地位を占めていた中等学  

校，高等学校などの古典教材が，新しい国語教  

育にあっては現代文学や翻訳文学というような  
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教材に置きかえられ，その結果古典教育軽視の  

風潮を生じたことも確かであった．   

併し，原理的に見れば，新しい国語教育が，古  

典抹殺を命じているのでもなく，文盲典教育を  

排撃しているのでもない．ただ，古い国語教育は  

古典へ到達する為の教育であり，従って教材を  

次第に古典に限産しようとする方向を辿ったの  

に対し，新しい国語教育は古典からの発展の教  

育であり，古典教材を，言語教材や現代文学の  

教材などと共に，より広い成野の下に取りあげ  

ようとする．従って，新しい国語教青は，国語教  

育を古典に限ろうとする，古い国語教育の狭量  

さを是正しようとするに過ぎないともいえる．   

新しい国語教育と古典教育とが反撥し合うよ  

うに考えるのほ，旧い国語教育の欠陥を改めよ  

うとする性急さによるか，あるいほ新しい国語  

教育を皮相的に解するかして，両者の協力関係  

を敵対関係に見誤った謬見にすぎない．我々は  

確信をもって，新しい国語教育における古典の  

地位を確立すべきである．   

しかして，古典教育確立の方法ほ，単に古典教  

材の増量や，古典教授の曝聞数増加というよう  

な，反相的な手段によって達成されるべきもの  

でないことほ，以上の所説によって射きらかで  

あろう．真に古典を敬愛す’る熱意に燃え，古典  

の生命を把捉し．古典教育の正しい在り方を理  

解しつゝ，この道に専念する教授者によっての  

み，古典教育の大道が助かれ，その成果が挙げ  

られることであろう．   

以上私ほ古典の本質に即しながら，古典教育  

の正しい在り方について述べると共に，古典教  

育をはゞむ主な原因についての批判をも試み  

た．古典数百の焦点がどこにあり，如何にすれ  

は古典教育を盛んにすることが出来るかは，ほ  

ほ明きらかにされたことと思う．なお古典教育  

の具体的方法についても問題ほ少くないが，こ  

れらほ古典教育の基礎が確立すれは，おのずか  

ら解決されるべき問題と思われるのでこれを省  

き，最後に芭蕉のF‾奥の細道」の一節平泉の条  

を鑑賞して，具体的に古典教育を行う上の参考  

に供したいと思う．  

8   

芭蕉の「奥の細道」の中でも，卒泉の条下は  

最も精彩ある箇所ということが出来るであろ  

う．松島や象潟の描写も捨てがたい趣がある  

し，市振の宿の遊女に関する物語もあわれは深  

いのであるが，卒泉を叙した精彩ある筆致には  

及ばないように思われる．その本文を挙げれば  

次の如くである．  

三代の紫曜一睡の中にして，大門〃跡は－・一里こ  

なたにあり・秀衡が跡は田野になりて，金鵜山  

のみ形を残す・先づ高富にりぼれば，北上川南  

部より放るる大河なり・衣川は和泉が城をめく○  

り ⊂，高館の下にて大河に落ち入る・泰衡等が  

奮跡は，衣が鯛を隔てて南部口をさし堅め，夷  

を防ぐと見えたり．倦も義臣すぐって此の城忙  

こもり，功名一時か叢となる，図破れて山河あ  

り，城春にして単音みたりと，笠うち敷きて時  

わうつるまで洞を落し侍りぬ・  

夏草や兵どもが夢の跡  

卯り花に乗算みゆる自毛哉  曾良  

預て耳驚かしたる二堂開帳す．経堂は三好の像  

をのこし，光堂は三代の棺を翻め，三尊む簡盈  

安置す．七賛散りうせて，疎か屏風にやぶれ，  

金ヤ杜霜雪に朽ちて，既に麗療空虚の叢となる  

べきを，四面新に困んで盛を覆うて風雨を変  

ぐ・暫時千歳わ記念とはな才しり．  

五月雨わ降りりこしてや光堂   

「三代の栄耀一睡の中にして…・＝」と，藤原  

氏三代の栄華の跡をとぶらうところから始まる  

この一篇の抒情詩ほ，やがて高飴における感慨  

へと移り，「国破れて山河あり，城春にして草  

青みたり」と′懐古の涙を流しながら，「夏草  

や兵どもが夢の跡」の強い晩秋に高まって行  

き，更に転じて経堂や光堂にその上の華やかさ  

をしのぴ，「五月雨のふりのこしてや光堂」の  

句に最後の深い余韻を響かせて終っている．   

珠玉のような美しい言菓が，簡古雄動なリズ  

ムを奏でながら，側々として心にぬみ入る情感  

を湛えている様は，限りなく寂しくもまたあわ  

れである．  

9   

年泉の条下における芭蕉の繋が，かくも精彩  
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して眺める芭蕉と，流転するものの中いこあつ  

て．流転しないものを思慕する芭蕉と．そこに  

ほ異った二つの芭蕉の姿が認められる．しかも  

その二つが矛盾することなしに融合し，高く澄  

み切っているところに，卒泉条下における芭蕉  

のまことの姿があったといえ・る・  

11   

世界を無常流転の相と観ずることは，人間無  

力の思想の一つの現れであり，虚無の探詳那こ通  

ずる道でもある．このような世界観を抱きなが  

ら，なおも流転するものの中に流転しないもの  

を求めようとすることほ，如何にも矛盾した事  

柄と言わなければならない．併しこの二つが矛  

盾として感じられないばかりか，むしろもう一  

段高い立現において統一されて，芳しい芸術の  

香りを放っているのである．このような関係は  

独り卒泉の条下ばうゝりでなく，「奥の細道」を始  

め芭不作品の全体を掩う性格でもあった・では  

その立埠ほ何かと言えば，つきつめた無常観の  

寂蓼肝において体得された，人間の精神の真冥  

な営みに対する不滅性の自覚に外ならない・世  

界が流転し，人間も流転し行く小さな一つの対  

象に過ぎないということは，寂しさの極みであ  

るが，その寂しさに徹する時，すべてのものが  

どのように横転しても，人間の貴賓な心の営み  
一一誠 ，愛，文化等－ほ永久に滅びないとい  

う自覚が軌、て来たのである・香，そう確信し  

ないではいられなかったといった方がより適切  

かも知れない．芭蕉は，この日党と確信の上に  

立ち，「その細き一すじ」の道に鞋源をささげ  

で悔いろことがなかったのである・  

1公   

人問の真実な心の営みは果して永久に滅びな  

いものであろうか，これは人類にとって未解決  

の大きな課題であるにちがいない・しかしなが  

ら，その不滅性を信ずることなくしては，真の  

精神文化が一歩も築かれないことも確かであろ  

う．この確信を万物流転の寂蓼な相の中に凍え  

得た芭蕉ほ，人間精神の到津し得る最高の境地  

を放つに至った坪l力ほ，何処に求められるべき  

であろうか．   

言うまでもなく，芭蕉が平泉の廃墟に立って 

感得したものほ，栄枯盛衰のほかない夢であ  

り，人生流転の厳粛な姿であった．そして，そ  

こから発する哀感が全体にき張り渡って，この一  

篇を清々と躍動させていることも，争われない  

事実である．「奥の細道」の目頭に，「月日ほ百  

代の過客にして，行きかふ年も叉臥なり」と  

道破し，また「古人も多く旋に死せるあり．予  

もいづれの年よりか片雲の夙にさそはれて漂泊  

の思ひやまず」と説き，世界を無常流転の相に  

おいてながめるとともに，その中に旗人として  

の一生を終えようとする芭蕉にとって，平泉は  

まさに好筒の詩材を提供するものであったに相  

連ない．これに触れて，芭蕉の詩心ほ異常に高  

遺され 等しい詩品がおのずからにして形成さ  

れたと考えられる，   

このようにして，中泉一篇の主題は，同時に  

「奥の細道」全体の主題に連なるものでもあつ  

た．言葉をかえれば，「奥の細道」の最初忙奏  

でられた里篇の主題が，音色をかえて再びここ  

に轡キ出したとも言い得るのである．  

10  

併しながら，このような見方ほ，卒泉におけ  

る芭蕉のあり方の一両を伝えるものでほあって  

も，その全面を物語るものではあるまい．確か  

に芭蕉は卒泉を流転の相において捉えてほいる  

けれど，流転し行く平泉の中に永久に流転しな  

いものを求めて．これに限りない憧慣と思慕を  

寄せていることも見逃してほならない．芭蕉の  

このような心情は，高館に立った感慨の中にも  

その微かな揺曳を見せているのであるが，特に  

光堂に関する記述において，すべてのものの滅  

んで行く中に，僅かに頑廃を免れて，■今に至る  

まで燦然たる光彩を放ち続けるこの堂字に，古  

き代の面影をまぎまざと認めつつ，異常な感慨  

を籠めて，「五月雨のふりのこしてや光堂」と  

詠っているところに，最も端的に現れている．   

平泉の廃墟に倖んで，こかを流転し行く相と  
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に至り得た人とヰ）言えるのである．   

このように一見無常を糠歎するに似て，遥か  

にこれを越える孤高Ⅵ精神に生き，真実な人間  

精神の不滅性を追求して一生を旗に終った漂泊  

の詩人芭蕉の姿ほ元藤時代の当時にあって，ど  

のように尊くもまた清らかであったことであろ  

うか・全国の俳人が易戯として蕉風に帰したの  

も故なきにあらずと考えられる．が，それ以後  

の時代にあっても，紹えず人々の怪煤の念をか  

き立てながら現在に至っている．そしてこのよ  

うな美しい精神が－－・敗鞄にまみれた焦土の中か  

ら新文化国家を建設しようとする我々の心にひ  

びきあい，新日本の行く手に，はのぽのとした  

光明と確信と鼓舞を与えてくれるのである．   

かかる，芭蕉の高貴な精神を美しい「奥の細  

道」の文章を通して正しく学習者に感得させる  

ところに古典教育の正しい遣が存するのであ  

る．   

〔附 託〕   

本稿は昭和27年10月20日21l！り両日岩手大塾におい   

て開かれた文部省主催の東北地瞳国語数眉研潔協議   

愈の席上で行った講演の概要である．  

A B S T R A C T   

声11ddellC‡1eCk givelltO tIle Strea1110f tlle  

Japa11eSe C111turaltraditioIla‡ld unconditi－  

Onaladol）tioIlOf wIlatis如venfromllltbo11七  

肝theseare the two main features brought  

about by the catastrophe of the world war  

Ⅱ．Under these uIlfavorable conditit）nS，it  

is quiteIlatllralthat JapalleSe Classical  

educati（一11has suffered fronl helpless  

lethargy．But the sluggisbIleSS Of classical  

educatioIlisIlOt a n（，W State that has beg11n  

with thc eIl（lof the war．Eve工Ibefore aIld  

duri11g the war，the educatiollremaiIled  

quite sul）erficial．The problem of classical  

education，therefore，is old as wellasllCW tO  

Ollr Ilatiりn，乱nd tIlis is lVhat nlakesi七  

11eCCSSary for us to fitld aIld establish the  

rig如1用さr Of classicaledtlCatiolj．  

1VムellⅥ■e Si）ea！こOf a classicin referellCe  

to the edueatioll（一f theJapalleSClaTlguage，  

We meaIlbyit a master喜一iece、、．hich was  

CreatediTla Cel・taillPeriodiIlthe history  

OfJapaIleSelitcr雨ure．Ttisaliterary work  

Whichll（、t Ollly sel・Ved aslneIltalpabulum  

to s11Stai11 the spirit11a11ife（Jfits  

COllteml≠）raries，bllt alsollaS COIltiIl11ed ever  

SillCe tO elりOy allimmortallife．The  

Primary objective of classicaleducatioIlis  

to make sttLdeIltS realize thisimm・）rtality  

Of a classic alld rigIltlyi11Ilerit tbeIlOble  

traditioIIOf the past cultllrC． AIlditis  

Ollly those teachers who combine passioIl  

aIld proper uIlderstaIldillg Of classies り－如  

CaIlatl嵐iIlthis objective．   

Ⅳ0－柑days we are al）t tOl町 tOO ｝mllC‡1  

stressllI｝0Ilthe 

basi11the present age．Rllt 紘el）reSen七  

age，far from being the al）eX Of the  

l）yrami（1、、bic王1is for｝rled solely by the  

good thiIlgSiIltIlel）aSt C111tllre，COIltaiIISlot  

Of thillgS tO be criticized aIldrectified．The  

immortality of a classicisIlし）t tlle Sa－ne  

thiIlg aSitslnOderIlity．1t ratherlneanS  

SOmetIliIlgIlOblellもich 仏eill（）（lerllageIlaS  

lost．Tolet tlle mOdern peoi）1e fiIl〔lollt仏is  

noble thiIlg，tO elevよte theirIlli11d，and to  

COrreCttheerrorsof thelhOderIlagepthese  

are t】1eInissiollS Of■classicaledll（泊tio王1．   

A classicisllIliversalasⅥ－（、11asilnl】10rtaI  

Itis solnethillg raCial，bllt，at the same  

tilne，itis eIldol代d Ⅵ■itl11）OWer、VhicIl  

enablesit to be a globalclassic．1tis tもis  

universality of a c18．SSie tha七111alくeS tIle  
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adoption of f－）reigIIClassics！）OSSible，aSis  

exe一刀plifie（lby tlle JapaTleSeIlatioIIW王10  

has made coIISta11t efforts toitltrOduce the  

WcSterIICulture through the studies ofits  

Classical、、rOrjくS eVer SillCe the 恥ijiera．  

13ut ouY attitude toIVard our owIIClassical  

、、・Orks・aSisIlatllrally exl）eCted，Sbould  

（iiffer from qur attitude toll－ard foreign  

Clas＄ics．Classicaleducationll√illbecome  

SOlけ1d aIld healtllyll▼IleIlll▼e re卵rd ollr OWⅥ  

ぐ1assic as a cle即iⅥ1age Of－）tlr raeeit5elf  

aTl（lattachil－1l）肝taIlee tO SelfreXamination  

thr（一Ilghclassicalstudies，While weregard a  

forei卯ClassicasaI仰naIldlay e叫）hasis  

OIli七草mOdem value．   

Ⅳe－VlaTlglla酢edllCatioll即e打もIy differs  

from tIle Old oIleiIlits directioIland  

lnetl10ds，but eveIltile nell′ edlleation dare  

not，i11l）riIICil）1e，eXClude classics from  

laIlgllageedllCatill・TtoIlly accllSeS the old  

ed11eatioIlOfitsIlarmlV－miIl（ledIleSS Ⅵrhen  

thelatter、、・aS de＄Perate ellOughto cotlfiIle  

lallguage educatio11tO Classics alone．The  

llrgeIlt need of thc momeIltis to know the  

true character of newlaIlguage education  

鋸1d give al）rOl）げⅠ）OSitioIltO elassical  

educationiIlthe whole scheTne Oflanguage  

educati（判．   

Thus far r have discussed sorne of the  

esseIltiillpointsirlthe theory of classical  

educatioIl．N（ハⅤIam goITlg tO glVe an  

appre（さia症）Ilnf a！）ar昭raphin モ・aSi16′s  

JOurnaleIltitled ＝OkllnO Hosomichi‖  

（＝yarrOlV Passa即SiTlyOrtb EastJa】）aIl）  

as a11i11ustratioIl．In thisl）aragr叩h thc  

autI10r deseribes aIlistoriealvi11払ge Of  

Ⅱriai別Imi．HereⅥ・e fi11d 七1VOI主asI16s．0Ile  

isa‡ミasb611・hoseestIleVillageofIIiraiz11mi  

initsaspectof▲i－1CO蛸taTICy aIldvicissitlldes，  

and the other is a Bash6 who，1Vith 8．  

profound yearnillg，Seeks for whatis  

eterllally c（－Il雨a11ti11ITiraizll－ni、VbicIlis  

constantlv cIlangil唱．B11t tIleSeい、70ちash6s  

are fuscdiTltOOIle WithoutaTly COntradictioIl  

alld f（）rm aSillgle flawless personality，for  

itis coIlfirmcd by the conscio11＄ncSSOf  

immortality、、・hich the truelife ofhuman  

sl）irit“りOySSOlo喝aSitisah11m包丁ISpirit  

which haq rcalizeditselfillthelonesome  

lVOre（lof absolllteiIICOIIStaIICy．TheIligも  

1用y for clがSicale（lucatioIl、、ノ・illbei）aVed  

when the stude享1tS are made to rcalize this  

llOble miTld of王～asIlii′s．  
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